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完成 され た 新 大 村 空 港

躍進 する

..♂............"山山........................

長 崎空港
、P 向。_..叫ん白戸、内 ...""....'"一一、《

大 市村

新空港の果す役割に期待

世界で初めての均上'"港として脚光を浴びた領空港

が5Jl 1日はなぱなしく開港しました。

新空港は、 3年の威月とあらゆる科学の枠を結集し

て完成され長鱗空港と命名されました。

広さは現在の空港の約5倍!l!あり.滑走路!i2.500 

悦、幅60mで.エプロ ン'"志、ジaツト僚が5機問

時に者〈 ζとができます.

また全長97 0 m.の箕島大樹のたもとには 空港を

一望?と見捜すζとので金る高さ 42mの管制名が建て

られています.

鳳の中央"位思す.市1志、空港開港を突慨に交通網

の犯点として、九州横断自動車道.新幹線などとの連

携のもとに、将来に向。て現に禍過する乙とが期待さ

れます.
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毎月 1日・15困鈍行 発行所/大村市役所編集人/総窃課長 立石西区術印刷所/九州凸版
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春
の
交
通
安
全
運
動
が
五
月
十

二
日
か
ら
十
日
間
に
渡
り
全
国
い

っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
の
目
的

は
歩
行
者
、
運
転
者

運
転
者
の
雇
い
主
、

そ
の
他
陸
上
交
通
に

関
係
あ
る
す
べ
て
の

人
に
交
通
安
全
思
想

の
普
及
徹
底
を
図
り

正
し
い
交
通
ル

l
ル

の
実
践
を
習
慣
づ
け

交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
関
る
も
の
で
す

梅
雨
期
に
は
い
り

悪
天
候
の
日
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
道

路
の
状
況
を
適
格
に

読
み
と
り
安
全
運
転

に
心
が
け
ま
し
ょ
う。

〔

運

動

の

重

点
〕

今
回
は
、
歩
行
者
、
自
転
車

火
災

通
報
は
早
く
グ

「火
事
を
出
し
た
ら
」
「
火
事

を
発
見
し
た
ら
」
な
に
を
さ
て
お

き
「

二

九
番
」

(消
防
署
)
へ

春
に
な
り
、
異
常
乾
燥
の
日
々

が
多
く
な
り
、
県
内
各
地
で
火
災

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

四
月
九
日
古
町
「
朝
日
荘
」
ア

パ
ー
ト
が
全
焼
し
、
十
四
世
帯
二

十
七
人
が
焼
け
出
さ
れ
る
火
災
が

発
生
し
ま
し
た。

~ 

大

村

防

署

;商

こ
の
火
災
も
、
も
う
少
し
通
報

が
早
け
れ
ば
、
損
害
は
、
も
っ
と

少
な
く
て
消
し
止
め
ら
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

バ
ケ
ツ一

杯
水
道
か
ら
水
を
く

む
聞
に
消
防
車
が
か
け

つ
け
ま
す

ま
た
、

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

炎
や
、
煙
を
発
見
し
た
と
き
は
、

た
だ
ち
に
三
一

九
番
」
へ
。

告
Z

F

¥

ほ

ど

減

ら

す

燃

料

利
用
者
の
事
故
防
止、

特
に
子
供

と
老
人
を
守
る
こ
と
を
重
点
に
、

市
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
、
歩
行
者
や

自
転
車
利
用
者
に
対
し
次
の
事
を

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
に
対
す
る
注
意

。
側
方
を
通
行
す
る
時
は
、

少
く

と
も
一
仇
以
上
の
間
隔
を
保

っ

て
O
子
供
や
老
人
が
通
行
し
て
い
た

ら
除
行
ま
た
は

一
時
停
止
を

O
横
断
歩
道
で
は
、
そ
の
直
前
で

停
止
で
き
る
速
度
で
走
行
を

三
城
幼
稚
園
完
成

O
停
車
中
の
車
で
見
通
し
が
悪
い

と
き
は
.
十
分
間
隔
を
と
っ
て

除
行
ま
た
は

一
時
停
止
を

O
雨
の
時
は
警
音
器
で
注
意
を
う

な
が
し
除
行
し
て
。

自
転
車
に
対
す
る
注
意

η
追
い
越
す
時
は
注
意
を
，
つ
な
が

し、

ゆ
っ

く
り
近
づ
い
て
さ

っ

さ
と
通
り
抜
け
る

O
交
差
点
で
発
進
す
る
時
は
左
側

の
自
転
車
、
二
輪
車
に
注
意
を

O
合
凶
を
し
な
い
で
急
に
右
左
折

す
る
事
が
あ
る
の
で
よ
く
気
を

つ
け
て
。

市
立
幼
稚
園
で
九
園
目

市
内
杭
出
津
郷

(市
水
道
部
裏

側
)
に
用
地
を
買
収
し
、
昨
年
十

一
月
に
園
舎
新
築
工
事
に
着
手
し

三
月
三
十
日
に
完
成
し
ま
し
た。

増

す

危

険

完成された三城幼稚園

定
員
は
八
十
人
で
す
。

昭
和
五
十
年
度
の
園
児
か
ら
入

園
し
て
い
ま
す
。

@

施

設
概
要

敷
地
面
積

約
二
、
二

O
o
d

鉄
骨
平
屋
造
五

O
九

J
M

(

保
育
室

三
室
、
職
員
室

一
室
、
遊
戯
室一

室
.
便
所

・
倉
庫
各
二
)

@

士
事
な
ど
の
概
要

総
事
業
費
一
億

一
千
九
百
十
万

円

(用
地
買
収
費
七
千
三
百
八
十

八
万
円

工
事
費
山
千
二
百
八
十

九
万
円
遊
具
設
置
費
な
ど
二
百

三
十
三
万
円
)
で
す
。

事

業

所

統

計

調

査
に

l

ご

協

力

を

|

五
月
十
五
日
は、

全
国
い
っ
せ
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
す
。

い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ
し
た
が
っ
て
、
乙
の
調
査
か
ら

ま

す

。

つ

く

ら

れ

る
統
計
は
、
園
、

都
道

こ
れ
は
、
国
勢
調
査
と
並
ぶ
国
府
県
や
市
町
村
で
の
経
済
施
策
、

の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
地
域
開
発
計
画
、
都
市
計
画
、
国

事
務
所
、
工
場
、
営
業
所
、
飲
食
県
民
所
得
の
推
計
、
地
方
交
付
税

底
、
旅
館
、
映
画
館
を
は
じ
め
、

の

算
定
な
ど
の
た
め
に
欠
く
こ
と

駅
、
学
校
、
病
院
、
寺
院
に
い
た
の
で
き
な
い
基
本
的
な
資
料
と
し

る
ま
で、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業

て
穴
変
重
要
な
も
の
で
す
。

所
が
そ
の
対
象
と
な
っ

て

い

ま

す

な

お
、
こ
の
調
査
で
知
り
得
た

調
査
の
内
容
は
‘
経
営
組
織
、

事

柄
は
、
統
計
を
つ
く
る
目
的
だ

事
業
内
容
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
に
け
に
用
い
ら
れ
、
申
告
者
の
不
利

よ
っ
て
都
道
府
県
市
町
村
ご
と
の
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ

事
業
所
数
、
従
業
者
数
の
規
模
や

る
乙
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
の
で

そ
の
産
業
別
構
成
が
明
ら
か
に
さ

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

れ
ま
す
の
で
、
い
わ
ば
日
本
の
産

ま
す
。

業
の
見
取
図
を

つ
く
る
統
計
調
査

戦没者の特別給付金国債

買上げ申し込み受付中

戦
没
者
の

妻
及
び
父
母

に
対
す
る
特

別
給
付
金
国

庫
債
券
を
も

っ
て
い
る
人

を
対
象
に
国

庫
債
券
買
上

で
希
望
者
は
市
社
会
諜
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い。

買
上
条
件

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人

買
よ
額

O
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

二
十
一
万
六
百
円

。
父
母
に
対
す
る
特
別
給
付
金

十
六
万
四
百
円

償
還
の
申
し

込
み
を
受
け

受
付
期
間

五
月
十
日
ま
で

付
け
ま
す
の
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望民

手

を

か

そ

う

ち

っ

ち

ゃ

な

子

ど

も

と

お

年

寄

り

県

議

会

議

員

選

挙

投
票
率
は
県
下
八
市
で
最
高

投
票
率
は
泣
・
臼

四
月
十
三
日
施
行
さ
れ
ま
し
た

長
崎
県
議
会
議
員
一
終
選
挙
は
、

早
朝
か
ら
の
雨
で
投
票
率
の
低
下

が
気
づ
か
わ

れ
ま
し
た
が
、
有
権

者
の
選
挙
に
吋
す
る
関
心
が
高
く

県
下
八
市
の
う
ち
で
、
最
高
の
八

稲作転換の実施計画

提出期日は 5月15日まて

パ
ー
セ
ン
ト

一
一
・
五
二
%
を
記
録
し
ま
し
た
。

(前
回
の
四
十
六
年
県
議
選
の
投

票
率
は
七
五
・
七
四
労
で
し
た
)

な
お
市
内
各
投
票
所
の
投
票
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
市
は
本
年
度
稲
作
転
換
を
実
施

さ
れ
る
農
業
生
産
者
に
各
実
行
組

合
を
経
由
し
て
稲
作
転
換
実
施
計

画
書
と
説
明
書
を
配
布
し
ま
し
た

が
、
希
望
者
で
配
布
洩
れ
が
あ
る

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
節

は
市
農
林
水
産
課
へ
申
し
出
て
下

さ
い
。稲

作
転
換
対
策
事
業
は
本
年
を

も
っ

て
終
了
し
ま
す
。

実
施
計
画
書
の
提
出
期
日
は

五
月
十
五
日
で
す
。
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長崎県議会議員一般選挙市内各投票所投票結果
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身
体
障
害
者
福
祉

(4) 

職
業
指
導
と
自
立
更
正

一「

ノ¥

市政だより

重
度
身
体
障
害
者
に
待
望
の
職

場

「パ

i
ル

ハ
イ
ム
」
(
写
真
)
が Jレ

ノ、

完

成

生活環境の改善に

補助金を交付-

市
は
、
重
度

の
身
体
障
害
者

の
日
常
生
活
を

安
易
に
し
・

家

族
の
介
護
の
負

担
を
軽
く
す
る

た
め
、
住
宅
な

ど
の
改
造
を
す

る
人
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

対
象
者
は
市

内
に
居
住
す
る

十
八
歳
以
上
の
人
で
ぜ
身
体
障
害

「

者
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
一

級
ま

一

た
は
二
級
に
該
当
し
、
下
肢
ま
た

一

は
体
幹
の
機
能
障
害
者
に
限
り
ま

一

す。

一

四
月
一
日
現
在
で
次
の
各
号
に
三
こ
れ
ま
で
に
年
金
を
受
け
て

対
象
と
な
る
改
善
工
事

一
該
当
す
る
人
は
早
自
に
福
祉
事
務

い
る
人

(八
十
一

歳
以
上
)

一、

便
器
及
び
手
す
り
の
す
え
付

所
で
申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

な
と

一

日

本

国

民

で

あ

る

人

ん

。

二、

浴
室
の
増
改
築

二

八

十

歳
か
ら
七
十
八
歳

(
明
な
お
、

受
給
権
者
で
死
亡
さ
れ

三、

炊
事
場
の
改
造

治
二
十
七
年
四
月
三
日
か
ら
た
人
は
長
崎
県
敬
老
年
金
証
書
を

申
請
そ
の
他
詳
し
い
乙
と
凶

明
治
三
十
年
四
月
二
日
生
れ

添
え、

祉
事
務
所

に

お

尋

ね

下

さ

い

。

ま

で

)

の

人

で

県

内
に

一
年

さ
い
。

以
上
居
住
し
て
い
る
人

介

護

見

舞

金

を

支

給

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
及
び

重
度
心
身
障
害
児
を
介
護
し
て
い

る
人
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
見

舞
金

一
万
五
千
円
を
支
給
し
ま
す

申

請

は

五

月

中

イ
ム
」

木
場
郷
に
完
成
し
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
の
職
業
指
導
と
自

立
更
正
を
目
的
と
し
て
五
月
か
ら

操
業
さ
れ
ま
す
。

入
所
者
の
要
件

O
満
十
五
歳
以
上
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
う
け
た
人

O
下
肢
の
障
害
者
で
両
手
.
視
力

が
正
常
な
人

O
作
業
能
力
が
あ
り
日
常
生
活
に

介
護
を
要
し
な
い
人
。

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

見
舞
金
を
う
け
ら
れ
る
人

本
市
に
住
所
が
あ
り
、
そ
の
家

に
在
宅
す
る
四
歳
以
上
の
障
害
者

で、

障
害
等
級
の
一
級
l
二
級
に

円

B
re
t
--、
J

-Y
E
7
〈
-
eJ
J
〉
ee-
-
k
e
ef

〉
'J
3
三-
k

ef

--
-
、
y
e--
t
-
4
4r
d
〉
et--
?

zt

=
J

J
〉

h
〈
-
J

〉

三三
九
三
〈

f

J

一

難

病

患

者

に

見

舞

金

~|
|

申

請

は

五

月

中

|

|

~

~

市

は

難
病
患
者
及
び
そ
の
保
護

重
症
筋
無
力
症
、
全
身
性
エ
リ
テ

見

舞

金

を

う

け

ら

れ

る

人

支

給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
一

ヤ

者
に
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
福
祉

マ

ト

l
デ
ス
、
多
発
性
硬
化
症
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

支
給
申
請
書
に
診
断
書
、
治
療
証
ん

J

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
見
舞

再
生
不
良
性
貧
血
、
慢
性
賢
炎

(
さ
れ
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

明
書
を
添
付
し
て
福
祉
事
務
所
に
ゾ

~
金
と
し
て
二
万
円
を
支
給
し
ま
す

十
八
歳
未
満
の
人
)
ネ
フ
ロ

l
ゼ

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

現
在
提
出
し

て

下

さ

い

。

~

v

病

名

(

十

八

歳

未

満

の

人

)

、

ぜ

ん

そ

医

療

機

関

で

治

療

を

う

け

て

い

る

申

請

書

は

福
祉
事
務
所
に
あ
り
V

'

ス
モ
ン
病
、
ベ
l
チ
ェ
ッ
ト
病

く
(
十
八
歳
未
満
の
人
〉

人
、
ま
た
は
そ
の
保
護
者
。

ま

す

。

ハ

九

J
tf
、
J
'
i、
f
，{
fe
J
7
3
=一、
E、
f
'ef
-
-f
J
7
1
f
，t、
f'
PJE
zf
、
r亡、
4
3
一一，二く
Ja・
Jg
tf
〉
三
{、
f-
〈
-Jt
J
;
、』
三
一-k
fe
-r
‘=J
h
f
t
J、，
=三
，、
f'
J
E
F--z
、f
eE
t
p
l
一白川

~ 

と

び

あ

だ

す

な

の
み

ち

そ

の

み

ち

こ
-
つ

て

ん

さ

5
月

初

県
の
敬
老
年
金
受
給
申
請

該
当
す
る
身
体
障
害
者
、
ま
た
は

障
害
児
の
食
事
、
入
浴
、
衣
服
の

着
脱
な
ど
日
常
介
護
し
て
い
る
人

重
度
の
精
神
薄
弱
者
、
ま
た
は

精
神
薄
弱
児
の
日
常
生
活
を
介
助

身

体

障

害

者

に

日

ま

で

し
て
い
る
人。

支
給
申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

詳
し
い
乙
と
は
福
祉
事
務
所
で

お
尋
ね
下
さ
い
。

結

婚

祝

金

を

支

給

市
は、

身
体
に
障
害
の
あ
る
人

の
結
婚
を
お
祝
し、

将
来
を
励
ま

す
た
め
、

結
婚
祝
金
と
し
て
、
一

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

祝
金
を
う
け
ら
れ
る
人

O
本
市
に
住
所
が
あ
る
人
で、

婚

姻
さ
れ
た
場
合

O
他
市
町
に
住
所
が
あ
る
人
が
、

本
市
に
住
所
が
あ
る
人
と
婚
姻

し、

直
ち
に
転
入
さ
れ
た
場
合

該
当
さ
れ
る
人
は
、
支
給
申
請

書
に
、
戸
籍
抄
本
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
添
え
て
福
祉
事
務
所
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

支
給
申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
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お

せ
※ 料 i
日金 j

音無1
王料i

ぞ 1'*0::ご三番
5 可取~E~

⑬J絡3Z

し

り

注
射
と
検
診

9時~11時I 13時~16時 | 注入 圃

5月2白川婦相談卜般健康相談 |と見 」
5月7日「コ- 1妊婦教室 |おの ん
一一一ト 一一一| |り健 lこ
旦旦トテ-1乳幼児相談 |で 康 保ち

旦 14旦仁三|妊婦教室 |て 談 健は
5月16日I // 一般健康相談 | 室 婦

5Jj21S1 //妊婦教室 | 台で
|5月23日I // I乳 幼 児相談 | 程す

は

回
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

該

当

者

三

歳
以
上
の
人

禁

忌

者

必

臓
病
、
じ
ん
臓
病
、

か
っ
け
、
結
核
、
糖
尿
病
の
人

病
後
衰
弱
者
、
虚
弱
者
、
妊
産

婦
、
有
熱
者
、
胸
線
リ
ン
パ
体

質
者
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
を

行
う
乙
と
が
不
適
当
と
認
め
る

疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

接
種
回
数

初
回
免
疫
者

追
加
免
疫
者

回
接
種

目
接
種

日程当番医

日| 診療局目 医院名 |所在地l 電話 |

|耳 鼻科一…4
4外 科佐藤外科抗出津2-R凹仏

内 科 沢田医院 |荒 瀬5-7603

外一一l23331
11外 科田崎外科古町3-1234

内・産婦人科l桝本 医院大川田川5

内 科

18外 科 渡辺医院ーノ郷5-8546
眼 科 岩崎眼科西本町2-3435

d 児科一 2-4000 
25産婦 人科後藤 医院松並2-6015 

外 科 山道 外科並松3-2305 

来診療時間

日

午前9時~午後6時

の5月

日本脳災予防接種実施日程表

接種会場 |第1回 (第2回 !

市役所 I5月13日I5月20日|
宮小路公民館 I(火) I (火) I 

諏訪公民館 I... M . A ~ I ... M ".  ~ I I 5月14日I5月21日|松原公民館 U/~ i ":I ~ ; U ~ .J ' I~~ ~ I 

I (水) I (水) I 萱瀬出張所 | 1 'J.，J'/ 

|古町公民館 I5月15日I5月沼田i
鈴田出張所木) ! (木) [ 

竹松本町公民館I5月16日I5月23日|
福重出張所 [(金) I (金) I 

市民会館 I... "，，，~~ I "n ，，~ I 

三浦幼稚園 I5月27日1 B月3日 |
植 松保育園 火) 1 (火) 1 

|市立病院 | l 東大村小学校 |5月28日|6月4目

黒木小学校水 i (水) I 

時間はいずれも午後2時--3時30分

妊婦と乳幼児の健康相談
募

|月 日|時間 !場所 1

5月8日|9:80~11:00l竹松出張所 |乳幼児
1113:00~15:00 : IH"-'U.n.L><rJI I 

5月15目113:30è益法~ I 三浦幼稚園 l T12t;蹴8
1 間O 日 1 9:30~11:州福重出張所 | 妊婦と乳幼児

| 加2 日 1 9:30~1

象対

集

圃
郵
優
貯
金
婦
人

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

資
格

郵
便
貯
金
を
利
用
し
て
い

る
二
十
歳
以
上
の
女
性
。
但
し

郵
政
職
員
と
そ
の
家
族
は
除
く

任
期

来
年
三
月
末
日
ま
で

謝

礼

五

干

円

応
募
方
法
郵
便
は
が
き
に
住
所

郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
応
募
し
た
動
機
ま
た

は
貯
畜
に
関
す
る
感
想
、
各
種

モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
を
記
入

し
、
お
近
く
の
郵
便
局

へ。

応
募
締
切
五
月
三
十
一
日

発
表

各
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

仕
事
の
内
容

為
替
貯
金
に
関
す

る
郵
政
省
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

(
三
回
程
度
)
に
回
答
す
る
ほ

か
随
時
意
見
要
望
を
提
出
す
る

試

験

圃
技
能
検
定
試
験

職
種

造
園
、
鋳
造
、
機
械
加
工

鉄
工
、
板
金
、
仕
上
げ
、
電
気

機
器
組
立
、
船
舶
ギ
装
、
婦
人

子
供
服
、
木
工
、
製
版
、
と
び

左
官
、
表
具
、
塗
装
ほ
か

申
請
受
付

五
月
十
七
日
ま
で

詳
し
く
は
長
崎
県
職
業
訓
練
課

電

話

@

l

一
一
一
一

長
崎
県
技
能
検
定
協
会

電

話

@

ー

O
九
五
八
へ

催

し

も

の

圃
春
季
慰
霊
祭

日
時

五
月
二
十
四
日

(
土
)

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場
所

長
崎
県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族
章
は、

各
地
区
の
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て

配
付
し
ま
す
。

も
し
届
か
な
い
人
は
市
社
会
課

各
出
張
所
、
遺
族
会
で
お
受
け
と

り
下
さ
い
。

一
般
市
民
の
参
列
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

-
旧
藩
領
古
絵
図
展

市
立
史
料
館
は
次
の
と
お
り
特

別
展
示
会
を
催
し
ま
す
の
で
、
多

数
お
い
で
下
さ
い
。

会
期
五
月
七
日

l
二
十
一
日

午
前
九
時

t
午
後
五
時

な
お
、
日
曜
日
は
休
館
し
ま
す

場

所

市

立
史
料
館
展
示
室

展
示
内
容
皆
さ
ん
が
御
存
じ
の

腔
忠
栄

(
せ
い
ち
?
っ
え
い
)

大
村
牢
、
五
教
館
な
ど
の
見
取

絵
図
や
大
村
藩
領
絵
図

(∞白日

S
×
お
∞

S
)
や
大
村
城

の
図

(-gs×
呂
田
口
ろ
な
ど

今
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
珍
し
い
極
彩
色
の
絵
図
で
す

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
船
が
沈
没
し
た

と
き
に
引
揚
げ
る
作
業
図
な
ど

約
二
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

-
親
子
ス
ケ
ッ
チ
大
会

日
時
五
月
十
一
日
(
白
)

(
受
付
)
午
前
九
時

1
午
後
十

二
時
三
十
分

場

所

桜

田

ノ
堀

一
帯

持
参
品
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
具
、
画

板
〈
画
用
紙
は
当
日
配
付
〉

表
彰
市
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞

青
年
会
議
所
賞
、
十
五
回
記
念

特
別
賞

審
査
発
表
当
日
(
五
時
予
定
)

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
へ

国
パ
ン
パ
ン
祭
り

日
時

五
月
十
一
日
(
日
)

午
後
一
時

1
八
時

場
所

桜
田
ノ
堀
一
帯

出

庖

十

数

庖

催
し
物

婦
人
会
舞
踊
、

歌
合
戦

特
産
品
即
売
会
、
名
物
た
た
き

売
り
な
ど
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婚
、
家
庭
生
計
の
夢
、
そ
の
他

開
講
日

毎
月
第

一
・
三
火
曜
日

午
後
七
時

t
九
時

開
設
場
所

中
央
公
民
館

対

象

青

年
男
女
三
十
人

目
時

五
月
二
十
一

日
1
七
月
二

B
コ
l
ス
(
余
暇
と
レ

ク
リ
エ

l

十
三
日
、
毎
週
水
曜
日
、
午

後

シ

ョ

ン

)

七
時
l
九

時

十

回

。

内

容

余

暇
を
生
か
す
、
レ
ク
リ

場

所

中

央

公

民

館

ェ

l
シ
ョ
ン
と
は
、
ゲ
i
ム
の

対

象

成

人

一
般
(
初
心
者
)

楽
し
さ
.

ソ
ン
グ
、
ス

タ
ン
ツ

定

員

二

十
五
人

フ

ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
ハ

イ
キ
ン

受

講

料

無

料

(

教
材
費

は

実

グ

、
そ
の
他

費
)

開

講

日

毎
月
第

一
・
ニ
・
三
木

講
師

村

部

義

明

先

生

曜

日

午

後

七
時
l
九
時

申
込

五

月

十

五

日

(

当

日

消

印

開

設

場

所

中

地

区
公
民
館

有
効
)
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

対

象

青
年
男
女
、
四
十
人

に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、

C
コ
!
ス
(料
理
実
習
と
食
生
活
)

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て

内

容

食
生
活
と
栄
養
、
テ
l
ブ

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

A
コ
I
ス

(青
春
を
考
え
る
)

ル
マ
ナ
l
、
和
風
と
洋
風
の
め

多
数
の
場
合
は
拍
せ
ん
で
す
。

内
容

青
年
ら
し
さ
と
は
、
自
分

ん

類
、
野
菜
料
理
.
肉
料
理
、

申
込
先

久
原
郷

一

の

一

の

こ

と

人

の

乙

と

、

恋
愛
と
結

デ
ザ
ー
ト
菓
子
、
食
品
公
害
の

勺〈
J
'
J
J
〉
三
九
三
〈
f
J
J
〉
・1
1ミ
〈
f
J
-J-
〉
-3
z

、fet
e
-f
J
tJ
1

話
そ
の
他

叫

国
民
年
金
の

状
況
届
け
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

い
開
講
日

毎
月
第
二
・
四
火
曜
日

~

け

一

福
祉
年
金
(
老
り
ま
せ
ん
の
で
五
月
十
六
日
ま
で
W

午
後
六
時

t
八
時

い

届

で

齢
、
障
害
、
母
に
年
金
証
書
、
印
鑑
を
も

っ
て
保
V

開
設
場
所

中
地
区
公
民
館

U

M
ま

子
)
を
現
在
受
険
年
金
課
ま
た
は
最
寄
り
の

i
一
対
象

青
年
男
女
、一
二
十
人

ん

例

日

け
て
い
る
人
、

所
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い

川

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

行

ま

た

受
け
る
資
な
お
、
現
在
受
給
中
の
人
は
五
)

』

庁

6

M
申
込

各
コ

l
ス
と
も
五
月
十
七

川

金

1

格
は
あ
る
が
現
月
分
を
郵
便
局
で
受
領
さ
れ
た
後
ゾ

日
ま
で
に、

住
所
、
氏
名
、
年

、

年

月

在
支
給
停
止
に
に
、
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
今

九

ん

祉

5

な
っ
て
い
る
人
後
の
支
給
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
い

齢
、
職
業
を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で

川

市
社
会
教
育
課

へ

ん

守

一

は

毎
年
五
月
に
ま
す
の
で
提
出
期
限
を
厳
守
し
て
川V

開
講
日

A
「一

l
ス
H

六
月
三
日

~

福

祉

年

金

所

得

下
さ
い
。

1J
E
--r

B
コ
l
ス
H

六
月
五
日

u
.

‘、，
r・2'置、
.J1
.，，
.zr
、、，
E12
，‘、
-2
・.，
，‘
.-J-
、，，・
・er
'、，
J'
・.，，、
-・2・，，，
.er-
-

講

中
央
公
民
館

「油
絵
教
室

」
係

電
話
②
|
四
三
二一

習

ぷ』
2玄

圃
日
本
料
理
教
室

圃
油
絵
教
室

日
時

五
月
二
十

一
日
l
七
月
二

十
三
日
、
毎
週
水
曜
日
、
午
後

一
時
三
十
分
I
四
時

十
回
。

場

所

中

央
公
民
館

対
象
成
人
一

般

定
員
四
十
人

受
講
料

無
料
(材
料
代
二
千
円
)

講
師
山
内
正
先
生

申
込

油
絵
と
同
じ
要
領

申
込
先

中
央
公
民
館

「
臼
本
料
理
教
室
」
係

圃
青
年
学
級

学
級
生
を
募
集

C
コ
l
ス
H
五
月
二
十
七
日

圃
少
年
野
球
大
会

主
催

市
野
球
協
会

共
催
市
教
育
委
員
会

期

日

五

月
一一
十
四
・
二
十
五
日

場

所

市

営
野
球
場

チ
ー
ム
編
成
(
一
チ

i
ム
十
二

人
)

O
小
学
生
の
部

五
、
六
年
生
各

学
校
区
単
位
で
編
成
す
る

O
中
学
生
の
部

学

年

は
問
わ
な

ぃ
。
町
内
単
位
で
編
成
。

申
込
締
切

五
月
十
二
日
(
月
)

申
込
先

駅
前
ピ
ル
、
旭
堂
ス
ポ

ー
ツ
居
電
話
③
!
五

一
一
二

そ

他

の

圃
古
文
献
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か

史
料
館
は
古
文
献
並
び
に
次
の

よ
う
な
資
料
を
収
集
調
査
し
て
い

ま
す。写

真
撮
影
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杭
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郷
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彦
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亡
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忠
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亡
母
静
子
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の
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寄
贈
に
よ
っ
て
藤
原
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設
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ま
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口
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定
期
休
館
日
の
五
月
五
日
(
月
)

が
国
民
の
祝
日
に
当
り
ま
す
の
で

次
の
日
を
休
館
し
ま
す
。

五
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三
日
(
土
)
憲
法
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念
日

五
月
四
日
(
日
)

五
月
五
日
(
月
)
子
供
の
日

圃
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室

五
月
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七
日
(
土
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前
十
時
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時
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所
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商
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光
課

発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出
向

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
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